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１．調査の目的

排砂時に流下する土砂の実態を把握するため、円筒管による土砂の捕捉調査を実施した。
なお、本調査は黒部川内水面漁業協同組合と黒部河川事務所とで共同で実施している。

３．円筒管設置位置

２．調査方法
あらかじめ排砂実施前に円筒管を河床に埋設し、排砂後回収した後、サンプルの粒度分析等を実施。

・円筒管の規格：H=1.0m、D=0.1m、アクリル製

・設置状況

１m

管の先端部は河床面
より25㌢露出させる

←Ｂ地点

国交省Ｃ(早瀬）

国交省B（早瀬）国交省A（緩流部）国交省D（平瀬際）

内水面１内水面２内水面３

下
黒
部
橋

・円筒管の設置期間：H18.6.5～H18.7.10（この間に連携排砂を実施）
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Ａ地点 Ｂ地点

４．土砂捕捉状況と分析結果

○サンプルの分析は、土砂捕捉量の多かっ
たA地点とB地点を対象とし、目視により、
粒径が変化している層毎に粒度組成と強熱
減量について分析。

○分析結果

A-1、B-1：平均粒径は比較的粗めであり、
強熱減量は0.8程度であることから、出水
～水位低下中の土砂と推定される。

B-2～B-5：平均粒径が細かめであり、強熱
減量はダム湖の底質と同等の値を示すこと
から、自然流下中の土砂と推定される。
強熱減量(H18.5ﾃﾞｰﾀ)

出し平ﾀﾞﾑ 0.7～3.2(No.1-7)
宇奈月ﾀﾞﾑ 1.3～4.7(20.8-22.8K)

B-6：平均粒径が若干荒くなり、強熱減量
は自然流下前であるA-1、B-1と同等となっ
ていることから、排砂後の措置以降の土砂
と推定される。

○以上から、B地点では、出水～水位低下
時にB-1が堆積。その後自然流下時にB-2～
B-5が堆積。さらに、排砂後の措置以降に
B-6が堆積したものと推定される。
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円筒管捕捉土砂の粒径加積曲線図
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粒径区分

（下黒部橋7/2 5時排
砂時のSSピーク時）

粘土 ～0.005mm(5μｍ）
シルト 0.005～0.075mm
細砂 0.075～0.425mm
粗砂 0.425～2.000mm
細礫 2.000～4.750mm
中礫 4.750～19.0mm
粗礫 19.0～75.0mm

（日本統一土質分類）

参考１

3


